
















































































































































































なるにぞ有けると。さ も読し言葉の跡なれや此山 。嵐も雪も落く や。鼓の滝も花の滝 糸をそへて白波の。 ら面白の気色やな
く
― ―30
































































とある。源重之は五十歳頃、大宰大弐として九州 赴任していた藤原佐理のもとに身を寄せているし、檜垣嫗も九州の遊女であるから、当該歌の「鼓の滝」が肥後国の歌枕として認識されていたことは間違いない。 〈 滝〉 の作者は、 ＡＢそれぞれの歌の初句 「お たかき」「おとにきく」を共に「津の国の」と改め、摂津の歌枕を詠んだも
のとして作品の主題歌に据えたわけである。　
冒頭にも述べたように、中世においては京都や奈良に比較的近い



















































と〈西行桜〉と同文であり、有明月の光を浴びる夜桜の下で山神が舞を舞う趣向自体が世阿弥作とされる〈西行桜〉を髣髴とさせることも、このような西行鼓の滝伝説 かかわりがあるのかもしれない。有馬温泉は行基の温泉寺創建縁起・女体権現鎮座譚などでも有名あるから、 『養老寺縁起』に依拠して られた〈養老〉よろしく温泉寺縁起を［クセ］で語らせることも可能であったはずなのに、 〈鼓滝〉の作者がそのような縁起には全く興味を示さず、ひたすら風光明媚な当地の滝と桜に対して関心を寄せている点も気にかか　
この能の白眉はなんといっても第４段である。［クリ］ 〈上〉夫春の風は空に庭前の木をきり。夜の雨はひそかに石上の苔をうがつ［サシ］ 〈さしこゑ〉実や春の夜の一時。花に清香月に陰
　〈同





















桃李盛也」 （ 「三月三日」 ） 「荒籬見露
秋蘭泣
　








































叶ざるによつて、摂津尼ヶ崎の浜にて、犬追物射られけるに、或は勝負、又は其外面白き張行の犬追物にて有しとかや」とあり、瑞渓周鳳は「一湯西有屋、謂之御所、盖温泉寺領之、往歳鹿苑相公入湯、寓此屋、故至今以名焉」 （ 『温泉行記』 ）と、義満の有馬温泉下向の際の宿舎を今も「御所」と呼ぶ旨記している。また『蔭凉軒日録』長禄四年
（一四六〇）
十二月八日条には、 「湯山阿弥陀堂勧進帳、開
































































一」 （ 『太平楽』 ） 、 「此ノ曲








とと、 「臣下が西宮参詣 終えて都へ戻る途中に有馬に立ち寄る」という下掛り系の設定の近 は、この時 兵庫下向が能としての〈鼓滝〉成立の背景にあった―既存の謡い物〈鼓滝〉を利用して義持の勘合貿易再開を讃美する能に仕立 た―こ を示唆 てい ようにさえ思われる。そのように考えた場合 和歌をテーマ 据え、連歌的な発想によって緊密に構成されたこの能 者 してはやはり世阿弥を想定したくなるのだが、この年の八月一日、四十歳にもならぬ息子の元雅に伊勢の安濃津で先立 れて深い悲しみの底にあった世阿弥が果たしてこ よ な祝言能を作るかという点に聊か
― ―35


























　「 《養老》の典拠と成立の背景―『養老寺縁起 と明徳四年の義満の養老の滝見物をめぐって」 （ 「演劇学論叢」４号、二〇〇一年十一月）
⑻






　「 《難波》成立の背景―応永十五年の将軍義持の家督継承前後の状況をめぐって」 （ 『芸能史研究』
151号、二〇〇〇年一〇月）
⑾
　
本作成立の契機として、先に述べた寛正二年の義政による湯山阿弥陀
堂再興を想定することもできよう。その場合、作者は禅竹である可能性が高い。
